
①マンネリ化対策 
⇒ ターミナルシステムの活用 
 

設立以来25年間に渡り、人々の健康づくりを考え続けてきた保健支援センターの 
新しい保健指導の形をご紹介 

②ポピュレーションアプローチ 
⇒ 保健指導ライトコースの活用 

   データヘルス・予防サービス見本市2015に出展いたしました！ 

2015年12月15日に開催された厚生労働省主催 
「データヘルス・予防サービス見本市2015」に出展いたしました。 

プレゼンテーション       約350名にご参加いただきました 

弊社ブースにて特定保健指導マンネリ化対策、40歳未満の若年層を対象 
としたポピュレーションアプローチ等のプレゼンテーションを行いました。 

データヘルス・ 
予防サービス見本市２０１５ 主催：厚生労働省 

 
 
今回の見本市では、保健指導専門機関として 
健康づくりに対する意識および行動変容を促す 
“ことば”を重視した支援、マンネリ化対策や 
マイページなどを実際にタブレット端末で体験 
いただきながらご紹介させていただきました。 
 
  



 
 

 HSC出展ブース       

パンフレット       高品質な保健指導と事業ラインナップを紹介 

出展ブースの壁面はご利用者様から実際にいただいた“ことば”を使って作成。 
支援により、ご利用者様がネガティブな感情からポジティブな感情へ意識変容
していく様子を表現しています。 

1993年から訪問健康指導を、2008年に特定保健指導 
をスタートし、これまで様々な独自の手法・システム 
を確立・開発し、常に保健指導自体の進化を図り自社 
の保健指導の見直しを行って参りました。 
弊社独自の5つの基幹的な手法・システムをご紹介しています。 

利用者様からの“ことば”で作成 



多数のご来場誠にありがとうございました。  
医療保険者様のより効果的な医療費適正化に向けた事業運営 

に貢献できるよう「保健指導事業」の未来を見据え、 
これからも社員一同全力で取り組んで参ります。 

 
 

体験版タブレット       “ことば”を重視した保健指導をご体験 

出展内容に関するお問い合わせ 
TEL：03-6261-5228 

タブレットを使って“ことば”を重視した保健指導をご体験いただきました。 
経年者編や重症化編など４つの事例に応じてＯＫプロセスの処方を詳しく紹介
しています。 

健康づくりは人づくり 
人を育てるサポーターとして、豊かな健康社会の創造を目指す。 


